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要   旨：   オリーブ油処理工場はかなりの量のフェノールの多い副産物を生成し、それは

価値のある天然抗酸化物原料となりえる。 
オリーブ油製造工程の汚染副産物であるオリーブ工場排水からの抗酸化性化合

物の回収および構造の特性解析に、この研究は集中した。 
 

セファデックス LH-20による低圧ゲル濾過と組合せた膜技術を用いて、廃棄物
からフェノール化合物を抽出した。 

LH-20区分を次にHPLC-DAD-MS/MS分析でフェノール組成を特性解析した。 
 
ベルバスコシド、イソベルバスコシド、β-ヒドロキシベルバスコシド、β-ヒド
ロキシイソベルバスコシド、および各種の酸化フェノールを確認した。 
薬物輸送特性のモデル系として確立されたHT-29細胞による、LH-20区分から
精製したベルバスコシドの取込みも測定した。 

 
最後に、LH-20区分およびベルバスコシドの抗酸化性を 2種類の方法で特徴づ
けた。 
個々のベルバスコシドは、反応性酸素種のスカベンジャーおよび LDLの酸化損
傷からの化学予防剤として LH-20区分よりも活性が強かった。 
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